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◎児童文化センター清掃 26(金)㏘

◎文化財保護課トイレ掃除 17(水)㏂

◎総社資料館 3日(水)㏂

◎シュレッダー 12日(金)㏘24日(水)㏘

◎高田農園 当番表でご確認ください。

◎焼肉乃上州 毎週(月)(木）

◎上州ミート、五十嵐マンション掃除 毎週(月)(木）

◎タイヤ交換、暮らしのお手伝い、その他随時

天候その他の都合で日程変更の可能性があります。ご承

先月の行事より

今月の主な施設外就労 今月の行事と開所日

4月20日(土) おしゃべりワーク

春の陽気と共に、新年度がスタートしました。

新年度も皆様と一緒に毎日が穏やかな幸せに包まれて行きますように、ご協力よろしくお願いいたします。

年度ってなんだろう？
暦年の新年とは別に、それぞれの目的に合わせて決められた1年の区切りのことを年度と言います。

よく用いられるのは、官公庁などが予算に沿って業務を行う期間である「会計年度」、学校の学年の切り

替わりを目的とした「学校年度」です。どちらも4月から3月までを区切りとしています。

どちらが先？どちらの基準に合わせたの？ という疑問ですが、それは政府の会計年度のスタートが4月1

日だからといわれています。学校運営に必要な補助金を政府から受け取るためにも、会計年度に合わせた

ほうが都合がよかったためともいわれています。

4月始まりの理由
そもそも年度の考えが日本に入ってきたのは明治時代になります。

会計年度の初日が4月1日になったのは、1886年（明治19年）。4月という時期である理由として、よくい

われるのが、当時の日本は農業国で江戸時代は米による税金（年貢）の納付であったこと。

江戸時代なら年貢は米で納める現物納でしたが、明治からは現金で納める金納に変わります。そのため、

米の収穫を終えて、それを売って現金に換えて、それから納税する。そして政府が現金を徴収して予算編

成する。という流れになります。
3月23日（土）「HANIマーケット」見学

お知らせ

ゴールデンウィーク開所日のお知らせ

4月29日(月)昭和の日 休業

4月30日・5月1日・5月2日 通常作業

5月３日(金)～5月6日(月) 休業

高田農園が始まりました！
毎年恒例になりました

高田農園の枝豆の種まきの作業の様子です。

今年度も高田農園さんから仕事をいただきました。これ

からも畑作業がありますので、着替え、作業に適した靴、

タオルの準備をお願いします。


